
民 間 団 体 ・ 公 共 団 体 等 奨 学 金 一　覧民 間 団 体 ・ 公 共 団 体 等 奨 学 金 一　覧民 間 団 体 ・ 公 共 団 体 等 奨 学 金 一　覧民 間 団 体 ・ 公 共 団 体 等 奨 学 金 一　覧

1．大学推薦での応募1．大学推薦での応募1．大学推薦での応募1．大学推薦での応募　推薦者は学内選考により決定されます(一部除く)

給付金額（月額：円） 給付期間

学部:U 修士:M 博士:D 学部:U 修士:M 博士:D

1 ロータリー米山記念奨学会 8月下旬～10月中旬 U 10万、MD 14万 ２年間
学部3･4年目(中国・韓国以外)　院前期1･2年目　後期2･3年目（博士の学位既
取得者不可）　45歳未満　他の奨学金併給不可

2 堀田育英財団 10月～11月 8万 最長2年間 美術学部、院生　他奨学金併給不可

3 平和中島財団 9月～10月末 U 10万、MD 12万 最長2年間 学部、院生（最短修業年限を超えない者）　他奨学金併給月額3万以下

4 長谷川留学生奨学財団 11月下旬～1月中旬 8万 ２年間 学部3年次、院生 アジア諸国　都内在住者

5 ヒロセ国際教育学術交流財団 ２月～３月 20万 最長３年間 博士後期課程、アジア諸国　35歳以下　他奨学金併給月額5万以下

6 ユアサ国際教育学術交流財団 12月中旬～2月上旬 10万 １年間
院生（正規修了年限を超えない者）　35才未満　東ｱｼﾞｱ及び東南ｱｼﾞｱ諸国・地
域　他奨学金を受けていない者

１．大学に過去募集・応募のあった団体等についての情報を掲載しています。団体によっては募集時期・要項が変わったり、募集のない年もあります。１．大学に過去募集・応募のあった団体等についての情報を掲載しています。団体によっては募集時期・要項が変わったり、募集のない年もあります。１．大学に過去募集・応募のあった団体等についての情報を掲載しています。団体によっては募集時期・要項が変わったり、募集のない年もあります。１．大学に過去募集・応募のあった団体等についての情報を掲載しています。団体によっては募集時期・要項が変わったり、募集のない年もあります。
　詳細については必ず掲示を確認してください。　詳細については必ず掲示を確認してください。　詳細については必ず掲示を確認してください。　詳細については必ず掲示を確認してください。
２．各年度ごとに２．各年度ごとに２．各年度ごとに２．各年度ごとに大学から推薦は一人一件までです。大学から推薦は一人一件までです。大学から推薦は一人一件までです。大学から推薦は一人一件までです。複数の奨学金の重複推薦は行いません。（ただし、重複推薦を認めている場合、推薦結果が不合格と決定した複数の奨学金の重複推薦は行いません。（ただし、重複推薦を認めている場合、推薦結果が不合格と決定した複数の奨学金の重複推薦は行いません。（ただし、重複推薦を認めている場合、推薦結果が不合格と決定した複数の奨学金の重複推薦は行いません。（ただし、重複推薦を認めている場合、推薦結果が不合格と決定した
　場合は除きます。）　場合は除きます。）　場合は除きます。）　場合は除きます。）
３．学内選考により推薦する留学生の決定し、学内締切後1～3週の間に、留学生係、各所属の教務係又は事務室の掲示板で結果をお知らせします。３．学内選考により推薦する留学生の決定し、学内締切後1～3週の間に、留学生係、各所属の教務係又は事務室の掲示板で結果をお知らせします。３．学内選考により推薦する留学生の決定し、学内締切後1～3週の間に、留学生係、各所属の教務係又は事務室の掲示板で結果をお知らせします。３．学内選考により推薦する留学生の決定し、学内締切後1～3週の間に、留学生係、各所属の教務係又は事務室の掲示板で結果をお知らせします。
　大学推薦（学内選考）の奨学金に応募中の学生は、いつでも連絡が取れるようにしておいてください。また、日本を離れる場合は、必ず留学生係に　大学推薦（学内選考）の奨学金に応募中の学生は、いつでも連絡が取れるようにしておいてください。また、日本を離れる場合は、必ず留学生係に　大学推薦（学内選考）の奨学金に応募中の学生は、いつでも連絡が取れるようにしておいてください。また、日本を離れる場合は、必ず留学生係に　大学推薦（学内選考）の奨学金に応募中の学生は、いつでも連絡が取れるようにしておいてください。また、日本を離れる場合は、必ず留学生係に
　連絡してください。　連絡してください。　連絡してください。　連絡してください。

整理番
号

団　体　等　名 募集時期 資　　　　　　　格



給付金額（月額：円） 給付期間

学部:U 修士:M 博士:D 学部:U 修士:M 博士:D

整理番
号

団　体　等　名 募集時期 資　　　　　　　格

7 サトー国際奨学財団 12月中旬～2月下旬 U 12万、MD 18万
２年間（再応募可）
Dは正規課程修了まで

学部、院生(博士号既得者除く)　南・東南ｱｼﾞｱの指定国　他奨学金併給不可
日本で就業している親がいない者　現課程に１年以上の在籍（Dを除く）　※大
学を通じての応募(学内選考なし)

8 秋元国際奨学財団 12月下旬～2月下旬 10万 原則2年間
学部・院生（35歳以下）　アジア諸国　奨学金併給月5万以下　日本語ができる
者　財団主催行事に必ず出席すること

9 辻アジア国際奨学財団 2月上旬～3月 10万 ２年間
学部3･4年次、院生（学部4年、修士2年は上級課程進学予定の者）　アジア諸
国　財団主催行事に必ず出席すること

10 神林留学生奨学会 2月～3月末 10万 １年間、１年延長可
1年以上在学している院生(学部からの進学者含む）　東・東南アジア諸国の出
身者　他奨学金併給不可

11 佐川留学生奨学会 2月～4月中旬 10万 ２年間
学部3年次(27歳未満)　院修士1年次、博士2年次(35歳未満)　東南ｱｼﾞｱ諸国
他奨学金併給不可

12
特定非営利活動法人
Bridge Asia Foundation

12月～2月中旬 5万
１年間
　（再申込による延長あ
り）

中国、韓国、台湾国籍　奨学金受給期間は継続して日本国内に滞在（出国の
際は一週間前までに財団に通知）　国際交流活動に意欲があり、財団主催行
事に出席できる者　他奨学金併給可

13 ロッテ国際奨学財団 2月下旬 18万 原則２年間
インド以東の国・地域、学部・大学院（35歳以下）、他奨学金併給月5万以下、日
本語による意思伝達が可能、国際理解と国際間の友好親善に寄与

14 (財)朝鮮奨学会 4月～5月上旬
U2万5千
M4万、D7万

１年間
韓国、朝鮮国籍　学部（満30歳未満）、院生（満40歳未満）　他奨学金(受給金額
未満)併給不可　※継続者は自主応募



民 間 団 体 ・ 公 共 団 体 等 奨 学 金 一　覧民 間 団 体 ・ 公 共 団 体 等 奨 学 金 一　覧民 間 団 体 ・ 公 共 団 体 等 奨 学 金 一　覧民 間 団 体 ・ 公 共 団 体 等 奨 学 金 一　覧

2．個人応募2．個人応募2．個人応募2．個人応募 大学に直接募集のないものもあります。インターネット等で情報収集するなどしてください。大学に直接募集のないものもあります。インターネット等で情報収集するなどしてください。大学に直接募集のないものもあります。インターネット等で情報収集するなどしてください。大学に直接募集のないものもあります。インターネット等で情報収集するなどしてください。

K1 渥美国際交流奨学財団 9月 20万 １年間

K2 財団法人偕成会 4月上旬～5月 年間50万 １年間

K3 サトー国際奨学財団 9月 U 12万、MD 18万
２年間（再応募可）
Dは正規課程修了ま
で

K4 交流協会（国内採用） 9月上旬～10月末 17万(他授業料など) 標準修業年限まで

K5 とうきゅう外来留学生奨学財団 １０月上旬～11月 16万 ２年以内

K6 本庄国際奨学財団 10月上旬～11月下旬 15万、18万、20万

5年以内（15万の場
合）、3年（18万の場
合）、2年以内（20万の
場合）

K7 高久国際奨学財団 11月 7万 １年間

K8 伊藤国際教育交流財団 10月～11月末 18万 ２年以内

K9 岡本国際奨学交流財団 1月 8万 １年間

K10
富士ｾﾞﾛｯｸｽ小林節太郎
記念基金

1月～2月末
上限120万　(一時金
／研究助成金として)

助成金受領後１ヶ年

K11 朴龍九育英会 3月 7万 1年間

K12 朝鮮奨学会 4月～5月上旬 U 2万5千、M 4万、D 7万 １年間

大学院生　年齢制限なし　1年後に研究成果レポート提出

博士課程在籍者(博士号既得・取得予定者除く)　ｱｼﾞｱ・大洋州諸国・地域

韓国国籍の院生(修士：30歳未満、博士：35歳未満)　他奨学金併給不可

台湾国籍の大学院生　年齢制限あり　他奨学金併給不可　留年者不可

アジア・太平洋地域諸国出身者の大学院生　35歳未満　他奨学金併給不可

院生(修士：31歳以下、博士：36歳以下)　他奨学金併給不可

博士課程在籍の東京・神奈川・埼玉・千葉在住者　他奨学金併給不可

大学院修士(博士前期)課程入学予定者　他奨学金併給不可

韓国、朝鮮国籍　学部（満30歳未満）、院生（満40歳未満）　他奨学金(受給金額未
満・学内以外)併給不可　※継続者は自主応募

学部、大学院在籍の千葉在住者　他奨学金併給不可

整理番
号

団　体　等　名 募集時期 給付金額（月額） 給付期間

博士課程最終学年に在籍し、支給期間中に博士号を取得見込の者　関東在住者
財団による交流活動に参加すること　他奨学金併給不可

資　　　　　　　格

学部、院生(博士号既得者除く)　南・東南ｱｼﾞｱの指定国　他奨学金併給不可　日本
で就業している親がいない者　現課程に１年以上の在籍（Dを除く）
※大学を通じての応募(学内選考なし)
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